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 NPO法人丹波漆、（地独）京都市産業技術研究所 

 

【研究活動の要約】 

 ウルシ樹の樹液を材料とする漆は、食器や家具などの日用品さらに建造物の塗料、接着剤として古く

から広く使われてきた。その歴史は縄文早期に遡り、日本を代表する工芸技術の一つである。一方、そ

の原料となる漆の国内生産量はわずかで（３％以下）、必要とする漆のほとんどを中国からの輸入に頼

っている。NPO 法人丹波漆は、かつては日本有数の漆産地であったが京都府の丹波地方における安定

的な漆生産を目指した活動を行っている。本事業では、NPO 法人丹波漆と連携し、DNA 分析などの最

新の科学技術も活用しながら、生産性や病虫害耐性を強化したウルシ樹の開発や、ウルシ樹の育成から 

漆生産、さらに利用に至る新しいシステムの提案を目指し、多様な機関と連携しながら活動を行った。

また、様々な講演会や展示会で得られた研究成果の公表に努めた。 

【研究活動の成果】 

 本事業の主な研究成果として、国内で栽培されている主要なウルシ樹の種類を判別できる SSRマーカ

ーの開発をほぼ終了することができた。開発した DNAマーカーを使うことで、国内３２カ所で栽培され

ているウルシ樹をそれぞれ判別することができる。また、葉緑体 DNAマーカーの作成も進め、中国など

国外のウルシ樹と国内のウルシ樹を判別できることを明らかにした。これらの成果を用い、ブータン国

立林業研究センターと連携し、ブータンに中国や日本と同じウルシ樹（Toxicodendron vernicifluum）

が存在する可能性について検討を進めている。さらに、漆の主成分であるウルシオールの合成経路を明

らかにする目的で、ウルシオール合成部位と考えられる師部と葉を使い、次世代シーケンサを用いた網

羅的転写産物解析も行っている。 

 また、病虫害に強く生産性が高い精鋭樹を選抜目的で、ウルシ樹の生育状況を比較検証するための試

験林の整備も進めている。これまでに３種のウルシ樹の比較栽培を始めている。これらの成果は、様々

な講演会や展示会で発表を行った。 

 

【研究成果の還元】 

H27/5/23 京都府立大学 関係者等約 100名 国際植物の日「日本の漆・世界の漆」 

H27/11/14  福知山市夜久野ふれあいの里体育館 関係者等約 100名「なぜ日本産漆、丹波漆は必要か」 

【お問い合わせ先】  生命環境科学研究科 植物分子生物学研究室  教授・椎名隆 

  Tel: 075-703-5115      E-mail: shina@kpu.ac.jp 
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NPO丹波漆主催、京都府立大学大学院生命環境科学研究科後援の講演会「国産漆、丹波漆はなぜ必要か？」

のフライヤー 

 

 

 

 


